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はじめに 

    基幹システムをＥＲＰで再構築する際、現行の業務フローを 

「見える化」  している企業は、極めて少ないのが実情です。 

    このことが、ＥＲＰを用いた基幹システムの再構築に失敗して 

しまう大きな原因の一つになっています。 

    なぜ、ＢＩ システムを、ＥＲＰ向けの講座で解説するのでしょうか。 

    それは、経営者に、高額な投資をして再構築した新システムの

効果を実感してもらうには、ＢＩシステムの構築が必須だからです。 

    この講座で、業務フローを 「見える化」 する手法とＢＩ システムを

構築する意義を、しっかり理解してください。 
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